
倉岳町棚底１７８６－４
棚底地区
コミュニティセンター

℡６４－３６６４

棚底地区振興会　　会報№１１１ 平成２７年　３月号

棚
底
地
区
振
興
会
報

ア
イ
ラ
ト
ビ
カ
ズ
ラ

棚底地区振興会

 
日
頃
か
ら
、
脳
卒
中
と
い
う
病
名

は
、
よ
く
聞
か
れ
る
と
思
い
ま
す
。

（
正
式
に
は
脳
血
管
障
害
）
と
い
う
そ

う
で
す
。
脳
卒
中
の
卒
は
卒
倒
（
突
然

倒
れ
る
）
の
卒
で
”
突
然
に
”
、
中
は

中
毒
（
毒
に
あ
た
る
）
の
中
で
”
あ
た

る
”
と
い
う
脳
の
病
気
で
突
然
に
何

か
に
あ
た
っ
た
よ
う
に
（
倒
れ
る
）
こ

と
を
意
味
す
る
そ
う
で
す
。
脳
の
血

管
が
詰
ま
っ
た
り
、
破
れ
た
り
し
て
、

そ
の
先
の
細
胞
に
栄
養
が
届
か
な
く

な
っ
て
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
う
怖
い

病
気
で
す
。
 

 
こ
の
病
気
は
、
発
症
初
期
の
段
階

で
は
軽
い
場
合
が
多
く
、
そ
の
ま
ま

放
置
し
、
診
断
が
遅
れ
る
と
症
状
が

進
行
し
「
寝
た
き
り
」
に
な
っ
た
り
、

命
を
失
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
従
っ

て
、
原
因
を
知
り
、
予
防
す
る
こ
と
、

お
よ
び
前
触
れ
に
早
く
気
付
き
治

療
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
 

 
今
回
の
「
健
康
講
座
」
は
、
地
域
の

み
な
さ
ん
に
病
気
の
予
防
法
、
発
症

初
期
の
対
処
法
を
知
っ
て
頂
き
、
重

症
に
な
ら
な
い
よ
う
済
生
会
み
す

み
病
院
の
藤
岡
先
生
に
講
演
し
て

頂
き
ま
し
た
。
先
生
の
お
話
（
前
述
）

は
、
脳
神
経
外
科
の
権
威
だ
け
あ
っ

て
素
人
に
も
と
て
も
分
か
り
や
す

く
素
晴
ら
し
い
講
演
で
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
「
大
変
満
足
し
た
」
と

い
う
回
答
が
全
体
の
３
分
の
２
（
６

６
件
）、
感
想
の
中
で
は
「
分
か
り
や

す
く
、
た
め
に
な
っ
た
」
が
１
４
件

も
あ
り
ま
し
た
。
改
め
て
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
健
康
に
対
す
る
関
心
の

深
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
 

 
脳
卒
中
の
最
大
の
原
因
は
、
高
血

圧
と
加
齢
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
倉
岳
町
、
１
０
年
後
、
２

０
年
後
を
考
え
る
と
高
齢
化
率
は

ま
す
ま
す
高
く
な
る
ば
か
り
で
す
。

当
然
『
寝
た
き
り
の
人
』
も
増
え
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
原
因
の
約
６
０
％

を
占
め
る
脳
卒
中
に
つ
い
て
勉
強

で
き
た
こ
と
は
、
大
変
有
意
義
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
 

 
振
興
会
で
は
、
「
健
康
で
安
心
、
安

全
に
暮
せ
る
」
ま
ち
づ
く
り
に
視
点

を
当
て
て
今
後
と
も
取
組
ん
で
行

く
予
定
で
す
。
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

約１４０名の参加者で会場は満席、関心の深さがよくわかる 

「寝たきりの約６割は脳卒中が原因」と話される藤岡先生 ＡＥＤと心臓マッサージの実演、宮崎部会長外 

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
は
簡
単
で
、
特
別
な

医
学
的
知
識
は
必
要
な
く
、
音
声
指
示

に
従
っ
て
操
作
す
る
」
倉
岳
分
署
（
右
）
 

中央消防署倉岳分署 高橋 氏 



２月末

755
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　人口動静

世　帯　数 人　　口

１月末 ２月末 １月末

1,111

755(0)

棚　底 490 491(+1) 1,182 1,186(+4)

浦 293 293（0)

1,113(+2)

合　計 1,250 1,251(+1) 3,048 3,054(+6)

宮　田 467 467(0)

主な行事予定 

   ３月１５日（日） 宮田地区ペアーマラソン  
 

  ３月１５日（日） 倉岳中学校卒業式 
 

  ３月２２日（日） 棚底城、倉岳登山道草刈作業 

 

 ３月２４日（日） 倉岳小学校卒業式 
 

 ４月 ５日（日） 倉岳ウォークラリー 

倉
岳
小
学
校
全
校
児
童

に
よ
る
学
習
発
表
会
が

開
催
さ
れ
た
。
今
年
度
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
猛

威
で
練
習
に
苦
労
さ
れ

た
そ
う
だ
。
当
日
は
、
保

護
者
を
は
じ
め
沢
山
の

方
が
体
育
館
、
所
狭
し
と

観
覧
さ
れ
て
い
た
。
３
年

生
の
え
び
す
太
鼓
の
演

奏
や
倉
岳
の
伝
統
芸
能

「
棒
お
ど
り
」
の
継
承
に

取
組
ん
で
い
る
５
、
６
年

生
有
志
の
演
技
な
ど
が

披
露
さ
れ
た
。
中
で
も
６

年
生
の
音
楽
劇
は
動
作
、

台
詞
ま
わ
し
な
ど
全
員

が
溌
剌
と
演
じ
、
改
め
て

子
供
た
ち
の
成
長
を
実

感
し
た
。
 

日 時     平成27年4月5日（日）午前9時スタート 

ところ     倉岳小学校グラウンド 
コース     Ａコース（車道コース） 

               Ｂコース（トレイルコース）上り（延命道）下り（遠望道） 
参加料     高校生以下  ５００円 
          一般     １，０００円 

申込方法   郵便振替用紙(払込取扱票）に必要事項記入の上、 
       参加料を添えてお近くの郵便局でお申込み下さい 
申込期限 平成27年3月16日（月）募集定員350人（先着順） 

 
「
天
草
最
高
峰
倉
岳
に
登
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

倉
岳
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
は
、
棚
底
の
春
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
、
毎
年
県
内
外
か
ら
沢
山

の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
自
然
を
生
か

し
た
風
光
明
媚
な
景
色
と
眼
下
に
浮
か
ぶ
島
々
、
桜

を
眺
め
な
が
ら
の
登
山
は
、
大
好
評
で
す
。
 

 
地
域
の
皆
さ
ん
も
登
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み

な
が
ら
、
倉
岳
山
の
魅
力
を
町
外
の
人
に
発
信
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

倉岳の伝統芸能「棒おどり」の演技（有志） 

溌剌とした６年生の音楽劇 

息
の
合
っ
た
え
び
す
太
鼓
 

（
３
年
生
）
 


